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新法施行と農業廃プラ資源循環
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農水省平成７年通達「適正処理に関する指導」以降の
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」改正
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施行年月 主な農業廃プラ関連事項

1997(H9)年6月 農業廃プラへのマニフェスト制度の適用

2000(H12)年6月 野焼き禁止、マニフェストによる最終処分確認義務化

2003(H15)年6月 不法投棄・不法焼却の罰則の強化

2004(H16)年4月 運搬車両表示・書面備え付けの義務化

2005(H20)年5月 マニフェスト虚偽記載の罰則強化６月以下懲役追加

2008(H20)年4月 マニフェスト交付実績知事報告の義務化

2011(H23)年4月 産廃処理状況の確認、処理業者の情報開示義務化

2018(H30)年4月 マニフェスト虚偽記載の罰則２倍化

2019(R1)年9月 優良産廃処分業者保管期間上限２倍化(28日)

2020(R2)年12月 マニフェスト押印の不要化

2021(R3)年1月 バーゼル条約基準改正、通関の対応厳しく

2022(R4)年4月 プラスチック資源循環促進法施行

2022(R4)年7月 みどりの食料システム法施行

2025年(R7)4月 資源有効利用促進法改正：再生材使用の義務化2026.4～

2025(R7)年11月 再資源化事業等高度化法全面施行



再資源化事業等高度化法 2025.11.21全面施行

製造業者等が必要とする質と量の再生材が確実に供給されるよう、
再資源化事業の高度化と資源循環産業の発展を促進するための法律

条項 内容

国の責務（第4
条）

・関係者への技術的援助
・需要に応じた資源循環を促進するための措置

地方公共団体の責
務（第５条）

・再資源化事業等の高度化を促進するための措置

廃棄物処分業者の
責務（第６条）

・再資源化事業の高度化及び再資源化に必要な措置
・再資源化実施状況の開示

事業者の責務
（第７条）

・廃棄物の分別と再資源化
・製品の分解の容易化
・再生部品、再生材の利用
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有料会員記事

https://www.agrinews.co.jp/economy/index/292338


(株)飯山陸送硲プラント工場 2016.2.25 2024.8.6

キノコ収穫後の廃培地(廃
おが)からの燃料ペレット

野菜マルチフィルム、果樹ハウスフィルムの破砕、洗浄 7



漬け物空容器PP

再生プラスチック医療廃棄物収納容器 ECOペール／信州リサイクル認定

破砕プラスチック洗浄比重分離槽

中間処理

再生ペレット

燃焼プラント

(株)豊田興産プラント工場 2016.2.25 2024.8.6
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中国輸入禁止前からA県業者〇の取り組み2022.3.1
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創業以来17年目。出荷先は中国、香港、台湾。黒ペレットはごみ
袋、海鮮物袋、PEは塩ビ管代用原料、単層マルチや農PO、肥料
袋を混ぜると物が悪くなる。
愛知で月180㌧、北海道で200㌧、原料生産している。月200～
300㌧を輸出でなく、国内でリサイクルできるように製品開発も
含め実現したい。日本の補助金制度はアメリカとも異なり、結果
に対し補助しない。入口の補助でこれではまずい。



Ｋ産業 2025年1月
自社生産した再生原料で、農業用
マルチフィルム試作成功
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各種規格の穴ありフィル
ムを提供することも可能

Ｋ社の可児工場、白老工場のリ
サイクル事業が令和6年9月に発
表された農業水産省の「令和５
年度農畜産業プラスチック対策
強化事業優良事例」に選出
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市町村が回収した容器包
装プラベール
2022.06.29 竹谷撮影

低温+高温のガス化炉：アンモ
ニア製造2022.06.29 竹谷撮影11



プラスチックのケミカルリサイクル

廃プラスチックのリサイクルでは、リサイクルを自己目的とするのでなく、対象の
廃プラスチックの置かれた状況を考え、最も社会的コストが低く、そして環境への
負荷も抑えられる手法を選択することが大切。

資料：（一社）プラスチック循環利用協会
＊ 1：Refuse Paper & Plastic Fuel（マテリアルリサイクルが困難な古紙等と廃プラ類を原料とした高カロリー
の固形燃料）
＊ 2：Refuse Derived Fuel（生ごみや可燃ごみ、廃プラスチック等からつくられる固形燃料）

出典：昭和電工
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冷涼な気候を活かして、国内トップクラスのながいも、にんにく
をはじめ「葉つきこかぶ」「だいこん」「ばれいしょ」などの野
菜や米の栽培が盛ん。酪農・畜産の産地としても発展している。

東北町農業用
使用済プラス
チック適正処
理協議会。町
役場主体で集
団回収。JAは
場所と人を提
供。

補助対象の農業者負担額 令和５年度 従来の廃プラ34円/㎏、な
がいもネット47円/㎏ ※上記は協議会補助金分を差し引いた金額。
処理料金は廃プラ68円/kg、ネット94円/kg
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青森県Ｎ工場での農業廃プラ処理 HPより
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青森県Ｎ社の農業廃プラ処理 2024.11.14

木くず、紙くずと廃プラを混ぜてRPFを作り、北海道の王子製
紙に販売。月産60～100t。もっと作ってくれと言われている。八
戸港から苫小牧港までフェリーに車載トレーラーで30分。
 前はプラスチックのリサイクルとして、使用済みの農業マルチ

を破砕し、洗浄・乾燥処理を行いフラフ状に加工、加熱造粒処理
を行い、プラスチック原料として出荷していたが、電気代や水代
が上がって止めた。ハウスフィルムのマテリアルリサイクルは続
けている。

青森県の農業廃プラは、かっては野焼きが見られたが、15年ほ

ど前、役所に適正処理協議会を設立、農協・市町村が連携し、行
政が適正処理責任と集団回収の案内を出し、５年ほど取組み定着
すると、JAは自分たちで集めなくなり、そこに買取業者が参入し

仕組みが崩れてきたので、当Ｎ社が「六戸市内であれば通年受け
入れる」、農家の直接搬入による廃プラの中間処理をやるように
なった。たばこ産地の南郷のマルチを受け入れ始めたので、マル
チの処理が主力。
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日本のＳＤＧｓ
取り組み具合

Paris, SDSN, Dublin 2025.6.24

ランキング 2017年 11位
2018年 15位 2019年 15位
2020年 17位 2021年 18位
2022年 19位 2023年 21位
2024年 18位 2025年 19位
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Source: Andrew Brown, et.al, Monitoring trade in plastic waste and scrap 2025 © OECD 2025

•Japan continues to reign as world champion plastic waste exporter to developing countries.

17

Annual export volume of HS 3915 (Waste of plastics) by OECD Member Country



廃プラスチックの処理処分形態別構成（2023）

廃プラ

総排出量

７６９万ｔ

一般廃棄物

３８７万ｔ

単純焼却 ３８万ｔ

再生利用 ７４万ｔ

高炉・コークス炉・ガス化原料

２９万ｔ

固形燃料・セメント原燃料

３４万ｔ

発電焼却 １８９万ｔ

埋立 １１万ｔ

熱利用焼却 １３万ｔ

産業廃棄物

３８２万ｔ

再生利用９７万ｔ

高炉・コークス炉原料

１２万ｔ

固形燃料セメント原燃料

１６１万ｔ

発電焼却 ４６万ｔ

熱利用焼却 ３４万ｔ

単純焼却 ２０万ｔ

埋立 １２万ｔ 18

再生利用 １７１万ｔ

２２％

高炉・コークス原料・

ガス化 ２６万ｔ３％

ガス化（燃料利用）
１４万ｔ ２％

発電焼却 ２３６万ｔ

３１％

有効利用６８８万ｔ

８９％

未利用廃プラ

８１万ｔ

１１％

熱利用焼却 ４７万ｔ

６％

単純焼却 ５８万ｔ

８％

埋立 ２４万ｔ

３％

固形燃料・セメント原燃料
１９５万ｔ２５％
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資料：プラスチック循環利用協会, 財務省

うち原料くず輸出
5４万ｔ2023年

（2016年153万ｔ）



世界の動きを見る

プラスチック資源循環戦略促進法、バーゼル改正基準該非基準、法的
拘束力のある条約、FAOの指針・VCoC、国際市場を十分に見て

農業廃プラ：輸出の困難。業者扱いにくい。バーゼル条約改正で汚れた
プラくず扱い。農水省はFAOの指針も考慮中、具体策はこれから。

19
カスケードリサイクル プラスチック道路 アスファルトの農業廃プラ混入



世界のプラスチック生産
生分解性含む 2024

Source: Plastics - the fast Facts 2025
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アイルランド：
牛肉輸出額世界８位、バ
ター輸出額世界３位、2024
年農産食品輸出額170億€：
27.7兆円(輸入もほぼ同
額）。Irish Farm Film Producers 
Group(IFFPG）2024年農業
廃プラ回収量43,000t。
マテリアルリサイクル率
95％（日本22%）.処理料
金286€/t,2026.1）
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2022年
中国廃プ
ラ処理：
万㌧・％
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廃棄フィルムのリサイクル促進メ
カニズムを確立・改善し、広報と
教育を強化し、マルチフィルムの
科学的利用とリサイクルに関する
広報を3,000戸に配布し、廃棄農業
フィルムのリサイクル率向上と環
境保護を人々の心に深く根付かせ
るため43回の特別広報活動を実施

「この尾根が、かつては廃棄され
た地膜が土に残り、風に飛ばされ
枝に掛かり、汚染されていた。今
ではプラスチックの破片すら見え
なくなっている!」

チベット自治区サングリ県
2025年6月5日

サングリ県検察院は4月に行政公益
訴訟手続きを開始。幹部や警察官
を組織して現地訪問・調査、ド
ローン写真や証拠収集を行う。



2025年节能降碳和污染治理专项中央预算
内投资项目申报工作已启动 2024.9.10

• 農林業残渣の資源利用に焦点を当てた農業循環型
経済プロジェクトを支援します。 分解性プラス
チック、「プラスチックの代わりに竹」製品生産、
廃プラスチックのリサイクルをサポートします。

肥料・その他の包装廃棄物または
農業フィルムを適切にリサイクル
しなかった場合、農薬包装廃棄物
を規定に従ってリサイクルせず、
無害処分のための専門組織に引き
渡さなかった場合、地方人民政府
の農業農村局は修正を命じ、
10,000元以上100,000元以下の罰
金を科す; 農業投入物の使用者が
個人の場合、200元以上2,000元以
下の罰金を科す。 広東省中山市农业农村局 2024.7.10



2024年中国廃プラは6,200万㌧、マテリアルリサイクル1,950万㌧
MR率31.4% (日本2023年769万㌧、プラごみ輸出3915含め22.2％)

2025.11.10
25



日本と韓国の
施設園芸面積
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資料：日本：農水省「園
芸用施設等の設置状況」。
韓国：K-statistics, KITA.org

注）施設果樹は韓国
が未公表のため、日
本も含めていない。
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廃ビニールなどのプラスチック：「高麗人参支持棒」に生まれ
変わる：栽培年数６年

- 農村開発局、環境省と連携し、高麗人参の栽培施設への再生プ
ラスチックの適用を具体化：- 輸入木材の代替、病害虫の流入に
対する懸念の軽減、コスト削減、環境保護 品質基準の制定：
曲げ基準８MPs以上、災害に強い施設基準の登録、農場への供給

出典【韓国農村開発局】2024.4.17

高麗人参栽培用の支柱など木造構造物の80%は輸入木材で年間16万ｔ、700億₩に相当



韓国の農業用廃プラスチックの回収・処理体系(2010年基準）

農耕地
(田、畑)

再生業者
(全国約100ヶ所)

発生量327千㌧
/(100%)

ハウスビニル

民間収集商

村移送

農民 共同集荷場
(全国11,943ヶ所) 
193千㌧収去計画

民間委託収去業者
除去費44ウォン/kg助
成

中間加工
施設(9ヶ所)

廃ビニル
工場(5ヶ所)

公団
(25ヶ事業所)

流失,埋没,
焼却

技術公募業者(50千
㌧,116千ｳｫﾝ/㌧助成)

セメントキルン処理
(双竜セメント) (20千㌧,

96千ｳｫﾝ/㌧助成)

再生業者(40千㌧,

12ｳｫﾝ/ kg)販売

再生業者(5000㌧,

250ｳｫﾝ/ kg)販売

セメントキルン処理
(ラパジハンラ) (15千㌧, 

77千ｳｫﾝ/㌧)助成

LDPE (55千㌧,
10-60ｳｫﾝ/kg)

HDPE

HDPE

再生業者(1,500㌧,

600ウォン/kg )販売

遠方

33千㌧

81千㌧

フラフ等

フィルム

LDPE

HDPE

未
処
理

注）収去処理実績及び単価は2010年基準であ
り, セメントキルン及び技術公募事業㌧当た
り処理費用は運送費含む。民間収集商収去量
と流失,埋没,焼却量は別途資料がなく未記載。
凡例 赤矢：収去、黒矢：移送、青矢：処理 資料:韓国環境公団。竹谷訳



全南農協本部、韓国プラ産業協同組合、韓国環境公社光州全南済
州環境本部、光州全南プラ工業協同組合は2023年7月18日、「カー
ボンニュートラル推進のためのプラスチック資源循環協定」締結

この覚書は、農協や韓国環境公社などの団体だけでなく、環境
配慮型原料メーカー、環境対応マルチングフィルムメーカー、
肥料袋メーカー、廃プラスチックリサイクル業者、環境配慮型
肥料メーカーが共同で参加したことで注目を集めた。출처 : 워터
저널(https://www.waterjournal.co.kr)

全羅南道地域で発生する
廃プラの再生処理と活用
協定締結



忠清南道唐津市、炭素削減パイロットプロジェクト事業契約...
農業廃棄物プラスチックのリサイクル促進 2025.12.29

30

唐津市：唐津市議会、グリーンポリテクニックGP、リコーと「農業廃プラ
リサイクル促進パイロットビジネス契約を締結。苗鉢、反射膜、点滴ホー
ス、遮影フィルムなど廃棄物を唐津市合徳邑のＧＰに無料で持ち込める



韓国世界初の廃プラ総合リサイクル拠点がスタート

2023年11月15日、韓国のSK Geo Centricは蔚山にあるSKイノベーション精製
石油化学パークで、世界初の廃プラの包括的なリサイクルクラスターに着工した。
蔚山ARC(先進リサイクルクラスター)と呼ばれるこのプロジェクトは、面積21万
5000㎡、総投資額最大1兆8000億ウォン(約100億元)で、2025年末までに完了し、
2026年に操業を開始する予定。韓国で毎年焼却または埋立られる廃プラ (350万t)

の約10%に相当する年間約32万tの廃プラをリサイクルする。
原料は、回収・分別専門の中小企業とパートナーシップを構築し、工場操業に

必要な廃プラ確保により、リサイクル業界全体のバリューチェーンを計画。技術
面では熱分解、高純度ポリプロピレン(PP)抽出、解重合の3つの先進リサイクル技
術を統合し、色や特性、汚染度に関係なく大量のプラリサイクルできる。

SKジオセントリックは2023年10月31日、蔚山ARCに加え、英国プラスチック
熱分解専門企業Plastic Energyと提携し、忠清南道唐津市に廃プラ熱分解プラント
の建設発表。蔚山ARCに次ぐ国内2番目の熱分解プラント。同工場は2025年に稼
働する予定で、廃プラ年間66,000ｔの処理能力を計画。生産された熱分解油は、
蔚山ARCの石油化学プロセス用熱分解油後処理施設でさらに精製される予定。

Source: DT New 
Materials、
2023.11.19
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A local-to-global emissions inventory of macroplastic pollution
•Joshua W. Cottom, Ed Cook & Costas A. Velis ：Univ. Leeds, UK 
Nature volume 633, pages101–108 (2024), 2024.9.4

注：世界50,702の自治体のデータを解析。環境中に排出される量は5,210万㌧ 32

https://www.nature.com/articles/s41586-024-07758-6#auth-Joshua_W_-Cottom-Aff1
https://www.nature.com/articles/s41586-024-07758-6#auth-Joshua_W_-Cottom-Aff1
https://www.nature.com/articles/s41586-024-07758-6#auth-Ed-Cook-Aff1
https://www.nature.com/articles/s41586-024-07758-6#auth-Costas_A_-Velis-Aff1
https://www.nature.com/articles/s41586-024-07758-6#auth-Costas_A_-Velis-Aff1
https://www.nature.com/


水路に捨てられたプラスチック Dhaka, Bangladesh

A canal blocked by waste, including discarded plastic, in Dhaka, Bangladesh. Credit: 
Ahmed Salahuddin/NurPhoto/Shutterstock Source:Nature NEWS FEATURE 11 April 2023 33



NHK：2026.1.19

河川や海洋で劣化するなどして粒子状となったプラスチック。いま人体に

34

私たちの脳の中にプラスチックが入り込んでいるという、衝撃の論文が2025年ア
メリカで発表された。見つかったのは微細化したナノプラスチック。脳には異物
を遮断する生体システムがあるが、それを潜り抜けたのはなぜか？



プラで海洋生物危機
胚が大打撃

Stazione Zoologica Anton 
Dohrn(伊)とExeter 

University(英) 2024.4.16

科学者たちは、海洋動物の
すべての主要なグループ
(門)にまたがる７つの種の
発生に対する新しいPVCペ
レット(多くのプラスチック
製品の製造に使用される
「ナードル」)の影響をテス
トした。高濃度のPVCペ
レットへの曝露は、７種す
べてで健全な発育を妨げた。

Chemosphere 356巻, 2024年5月
35



国連環境計画(UNEP)ケニア・ナイロビのダンドラ埋立地。
埋め立て地の廃棄物の多くがプラスチック。

ダンドラ埋立地で廃プラの
選別を行う作業員

Nations sign up to end global scourge 
of plastic pollution
2022 年 3 月 2 日
175カ国がナイロビで開催された国連環境総会で、プ
ラスチック汚染を終わらせ、2024年末までに国際的な
法的拘束力のある協定を締結する決議を承認。

36

https://wedocs.unep.org/bitstream/handle/20.500.11822/38522/k2200647_-_unep-ea-5-l-23-rev-1_-_advance.pdf?sequence=1&isAllowed=y
https://wedocs.unep.org/bitstream/handle/20.500.11822/38522/k2200647_-_unep-ea-5-l-23-rev-1_-_advance.pdf?sequence=1&isAllowed=y


INC5-2条約案条項一部「廃プラスチックの管理」

37

１．各締約国は、以下の事項を防止、削減、および可能な場合には排除
するための措置を講じるものとする。
(a) マイクロプラスチックを含むプラスチックの環境への放出および漏

出、及びあらゆる発生源からの放出および漏出。
(b) プラスチックのペレット、フレーク、粉末の環境・水系への放出及
び漏出。
(c) 海洋環境における放棄、紛失、または廃棄された、漁具を含むがこれ
に限定されない漁業活動によるプラスチック汚染。
２． 締約国は、環境への放出および漏出を防止するための利用可能で、
手頃な価格で利用可能な技術および対策を含む、環境へのプラスチック
の漏出および放出の調査に協力するものとする。
３． 第 1 項および第 2 項を実施するにあたり、各締約国は、環境へのプ
ラスチックの放出および漏出を防止するための利用可能かつ手頃な価格
の最良の技術および環境慣行の使用を促進するものとする。
４． 締約国会議は、本条の実施を支援するための指針を採択することが
できる。５． 本条の実施に当り、締約国は各国の状況及び能力を考慮す
ることができる。

INC5-2 5 - 14 Aug. 2025, Geneva, Switzerland



1. 三洋化成工業とバイオマスレジンHDは2022年12月2日、非
食用米を原料にした生分解性樹脂を使った農業用肥料被
覆材を開発と公表。肥料成分が溶け出した後の被覆材は
微生物により半年以内の水とCO2の分解される。

非食用米を用いた生分解性
樹脂「ネオリザ」から肥料被覆

材を開発
三洋化成工業

38

プラスチック・カプセル肥料

四日市大学千葉賢教授と学生：
吉埼海岸で調査採集

Piricaによるマイクロプラ調査



▲溶出制御コーティング肥料に塗布された

ヌーボーの生分解性樹脂のサンプル

韓国Nousbo Co., Ltd.は、農村開発庁と「環境負荷低減型生分解性
樹脂被覆肥料の開発」生分解性樹脂PBATおよびPBSを用いた環境
にやさしい徐放性被覆肥料の製造に関する特許出願2024-08-01 

この特許は、生分解性樹
脂の種類のうち、PBAT(ポ
リブチレンアジベートテ
レフタレート)とPBS(ポリ
ブチレンサクシネート)を
使用して、土壌中の微生
物によって分解される環
境に優しい緩効性コー
ティング肥料の開発に関
するもの

39



中国
茂施

2007年に設立されたMoithは、バイオベースのポリウレタン放出制
御肥料の大手メーカー。肥料コア造粒とリサイクル、バイオベース
の膜材料の研究開発と生産、コーティング機器と技術、種子肥料の
共播種技術などの放出制御肥料のコア技術を構築し、放出制御肥料
の生産コスト管理とバイオ膜材料の研究開発分野で世界をリード。

生産能力は100万ｔのバイ
オベースのコーティング尿
素、12,000ｔ/年の植物油
ベースのポリエステルポリ
オール、220万ｔの放出制
御混合肥料で、2023年の生
産額は19億3,000万元。

安徽茂施農業科学技術（株）
2024.5.23

40



なぜ農業廃プラに焦点を当てるのか

• 施設園芸：フィルム類（農ビ、農PO、農ポリ等）

• 露地野菜作：マルチフィルム類（農ポリ）

• 畜産：飼料ラップ類、バンカーシート、床マット、

• 水稲作：育苗箱、畦波、灌水チューブ、

• 肥料袋、出荷袋、シート類、マット、農薬容器、

• ポット類(苗もの、鉢物)、出荷トレー、パック容器

➢ 農業から排出される廃プラ(農業廃プラ)は産業廃棄物

➢ 異物混入を避けにくい。土壌・作物残渣・ゴム類等

再生処理工程に洗浄必須。コストアップの農業廃プラ

農業で使用されるプラスチック類：
利用者多数・多様性・小規模・分散





1月8日に山梨県上野原市の扇山で発生し、焼失面積280haを超えた山林火
災は、1月23日現在依然鎮圧に至っていない。焚き火が風に煽られ燃え拡
がったとみられる。西日本太平洋側の記録的少雨が木や落ち葉・土の乾燥
を進め、鎮圧が難しい状況を作り出した。

山梨県扇山山林火災の原因焚き火の不始末か 2026.1.23



2025.4.9

廃棄物処理法施行令
焼却禁止の例外となる廃棄物焼却
三 風俗慣習上又は宗教上の行事を行うため

に必要な廃棄物の焼却
四 農業、林業又は漁業を営むためにやむを

得ないものとして行われる廃棄物の焼却
五 たき火その他日常生活を営む上で通常行

われる廃棄物の焼却であつて軽微なもの



廃棄物処理業の特性

規制産業の視点 競争産業の視点

• 市場ビジネスとしてのマネー
ジメント

• 装置産業としての初期投資

• 高度の専門性（適正処理か
ら資源循環へ）

• スケールメリットが発揮しにく
い（発生源の多数・零細・分
散：回収・運搬コスト）

• サービスの質が見えにくい
（排出事業者の関心の外）

• 地域密着型か広域展開型か

• 「業の許可」「施設の許可」
の参入要件

• 都道府県（市町村）毎の許
可の参入要件

• 都道府県（市町村）毎の条
令要綱行政（改正）対応

• 契約自由の原則が適用さ
れない

• 「許可」の取り消しで、即退
場 ＝規制産業としてのコ
ンプライアンス



再生プラスチックの使用拡大に向けた計画策定義務づけへ

経済産業省の産業構造審議会は、2024年6月27日の小委員会
で、資源の有効活用に向けて、プラスチックを多く使う製造
業者に、再生材の使用計画の策定を義務付けることなどを盛
り込んだ中間取りまとめ案を公表。今後、再生プラスチック
に関する計画策定や報告を義務づける具体的な業種や、取り
組みが不十分な事業者に対する罰則の必要性などを検討した
うえで、今年の国会で「資源有効利用促進法」改正を目指す。

日本経済新聞2024年6月27日 46



福島県ＡＤセンターの農業廃プラの回収分別処理

47



福島県ＡＤＣの処理概要

１．ＡＤＣの概要
会津若松市ではサニックスが郡山・苫小牧輸送で運搬処理を

メインに請けていたが撤退し、ＡＤＣが会津若松・北方の農業
廃プラを受けるようになった。収取運搬は別会社で、ＡＤＣは
分別・焼却・埋立を実施。良質なものは分別しRPF原料に向け
る。埋立は管理型埋立を実施、安定型埋立も請けている。

１）処理施設・回収
農ビ・農ポリは少ない。昨年まではＪＡで分別していたが、

今は未分別。破砕機はなく人海戦。Ｓ事業所で手選別。2023年
は茨城の業者が来たが運搬コストが上がり、2024年は来ない。
最終処分場は愛知や富山、宮城、山形、茨城等で新規に認め

られている。うちは富山に持ち込んでいる。ＴＫＳ(株)は埋立
面積：231,300㎡、埋立容積：8,973,520㎥。2024年に約744万㎥
の埋⽴容量拡張予定。

48



1．対応者：和歌山県農林水産部農業生産局果樹園芸課 和歌山県農協連合会生産資
材部農機資材課 3．訪問者：竹谷委員長、JGA：杉田

内容

➢ みかんのコンテナ（パレット）は農ポリで、産廃にせずに、再生コンテ
ナ向けに販売。原料として農協がただ（無償）で引き受ける。ミカンは
青果物、コンテナに土はつかない。再生コンテナで回すには量が必要。
再生業者向けを優先する。コンテナは好評を得ている。

➢ 安いところを優先する。マニフェストを交付し、現場確認も処理業者を
会合場所とするのと合わせ現場確認する。今年はめらリサイクル経由で
再生処理委託している広島県のOkada(株)に査察に行くことで牽制する。

➢ カプセル肥料殻の流出防止に関わり、JA和歌山県農は前向きに取り組ん
でいる。

➢ 農水省が補助金に手を挙げる際に、7つの要件を課しているが、例えば廃
棄物の適正な処分の証拠書類はどこに求めればよいのか。マニフェスト
報告か、処理業者の書類か、まだ決めていないのか。情報が欲しい。

➢ 回収量は2022年で農ビ187㌧、農ポリ323㌧、他フィルム28㌧、その他プ
ラ51㌧。計589㌧、多くは目良建設・めらリサイクルで回収・一次処理を
行っている。ほかに、(有)古勝商店がJAありだで、(株)寺本建設がJA紀
州のみなべ町で回収処理に当たっている。

２０２４年１２月１６日 和歌山県調査の概要

49



2024年3月以降のプラ資源循環委の活動

月日 府県 訪問先 調査・情報交換

2025.1.16-17 福岡 ＮＢＣ、JAＫ プラスチック道路、情報
交換

2024.12.16-17 和歌山・奈
良

県庁、県農、ＳＰ 回収、農ビＯ社へ再生委
託等

2024.11.12-14 青森 ＳＳ、県庁、JA、
Ｎ

回収、ＳＳやＮのエネ
原・再生

2024.10.16-17 茨城・福島 ＲＣ、県庁、JA、
ＡＤ

回収、分別埋立

2024.8.28 京都 近畿農政局 研修、管内府県の状況把
握

2024.8.6-8 長野 ＩＲ、県庁、４JA 再生処理、回収、

2024.7.5 神奈川 ＲＥ ＣＲ把握と可能性調査

2024.6.17-18 静岡 ＥＷ、３JA 再生処理、回収

2024.3.12-13 兵庫・大阪 全農Ｈ、Ｏ、府庁 実態把握 50



タイ：プラスチックくず輸入2025年1月全面禁止へ

タイ商務省外国貿易局（DFT）は、廃プラ（HS39.15に分類さ
れるプラスチックの廃棄物・スクラップなど）、現在でも原則
輸入はできないが、2024年12月31日まで工業省から輸入許可証
を得ている場合などの例外がある。輸入許可証は発行日から3
カ月間有効で、1回の積み荷ごとに取得が必要となる。2023年
は自由貿易地区の14企業にのみ輸入を許可。2024年は半減。

2023年9月の輸入禁止に関する通達では、2025年1月1日以降、
タイへの廃プラ輸入禁止が規定されている。同日以降は全面的
に輸入禁止となる。JETRO News 2023/4/10   

Photo : Thai Business news51



再資源化事業等高度化法 2025.2.1一部施行

製造業者等が必要とする質と量の再生材が確実に供給されるよう、
再資源化事業の高度化と資源循環産業の発展を促進するための法律

条項 内容

国の責務（第4
条）

・関係者への技術的援助
・需要に応じた資源循環を促進するための措置

地方公共団体の責
務（第５条）

・再資源化事業等の高度化を促進するための措置

廃棄物処分業者の
責務（第６条）

・再資源化事業の高度化及び再資源化に必要な措置
・再資源化実施状況の開示

事業者の責務
（第７条）

・廃棄物の分別と再資源化
・製品の分解の容易化
・再生部品、再生材の利用



農業廃プラ処理形態別比率の推移 ％
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素材別にみた農業廃プラ排出量の推移 ｔ

資料：農水省「農業用廃プラスチック排出量および処理量」
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岡山県総社市小川小学校生徒と「野口健環境学校」ビニールハウス不法投棄回収

出展：2023.10.31 https://agri.mynavi.jp/2023_12_03_248471/#toc-1
55



資料：JWNET導入実務説明会排出事業者向け
56



ＪＡ大井川で進めている電子マニフェスト（報告義務・保管義務免除）
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おおいがわ農協

・廃プラの電子マニフェストはエー・ワイ環境開発から話があった。

・エー・ワイ環境開発が収集している農業廃プラは令和４年11月より電子マニフェストを利用。
・農家からでる廃プラはエー・ワイ環境開発が回収。農機具センターから出る廃材の中にプラス
チックも含まれ、リサイクルクリーン社が収集し、電子マニフェストでなく紙マニフェスト利用。

・電子マニフェストの登録団体は「JAおおいがわ」。生産者はマニフェストには記載されない。

・1回の回収で多種類の農業廃プラを回収しており、（90件まで無料なので）使用料は年間基本
料B料金のみでマニフェスト使用料は無料。
・処理方法は共通して「破砕処理」と認識。
・以前はマニフェスト用紙代を年間２～３冊（600～900円位）支払っていた。保管や作業の手間
を考えると電子マニフェストの方がずっと安い。
・廃棄農薬は1年おきに年4回回収していたが、本年から年2回回収に変更。
・廃プラの回収は14～15回／年。
・農協から販売したものは回収している。明らかにホームセンターから購入したものは回収していない。
・運送業者のマニフェストの利用の有無は把握している。

・保管の手間や紛失リスクを考えなくてもよい。

・入力は業者がやってくれる。JA大井川は入力内容を確認（入力方法はあまりわかってない）

・導入の際に組織の上の者にメリットや費用（600円→1980円）等を説明。JA大井川が排出者と
して責任をもちチェックする。
・インターネット環境が必須である。パソコン処理に苦手な人は苦労するかも。自分でやる限り
はデメリットは何もない。
・市町からは回収に関する補助金はあるが、全然足りていない。
・廃プラに関してはJAが対応。市町が中心となった協議会はない。

韓国は農家は電子マニフェストを2024年以降、無料で利用できる。
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資料；農業用生分解資材普及会

資料；農業用生分解資材普及
会

日本の生分解マルチ使用

資料；農業用生分解資材普及会

生分解マルチ地
域別シェア―％



出典：貨経情報網 2024.4.12 60
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天山市回収拠点に廃地膜を持ち込む（天山市農業局
2018.10.31）

甘粛省天山市の地膜回収風景（天山市農業局/20181031） 甘粛省臨澤県古寒村で畑縁道路脇地膜収拾(人民日報
2018.10.24)

古寒村里建了回收站，废旧地膜能换钱(人民日報
2018.10.24)



農業廃プラ処理加工工場（山東省蘭陵市ＬＨ有限公司）2018.5.28
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トラックスケール重量計測 廃農膜の荒破砕 洗浄-破砕-洗浄後のフラフ

ペレット造粒
ペレットからペットボトル・水詰野菜輸送
時の冷却用氷結



再生プラスチックフィルム
2013.12 溜博市臨溜新農塑料
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（株)成田美装センター 2026.2.4近畿農政局研修 2026.1.8特許取得
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